
(57)【要約】
【課題】容易に種類の異なる配位子を配位でき、高い収率で安価に合成できるオルトメタ
ル化イリジウム錯体の製造方法とその中間体となるヨウ素架橋イリジウムダイマー錯体と
その製造方法を提供する。
【解決手段】ヨウ素を除くハロゲン化イリジウム溶液にヨウ化物イオンを含む化合物を加
えて反応させ、この後に、ヨウ化物イオンと反応したイリジウムイオンに第１配位子を反
応させて、イリジウムイオンに第１配位子が配位してなるイリジウム錯体がヨウ化物イオ
ンを介して架橋して２量体となっている構造のヨウ素架橋イリジウムダイマー錯体を形成
し、ヨウ素架橋イリジウムダイマー錯体に第２配位子を反応させて、イリジウムに第１配
位子と第２配位子が配位してなるオルトメタル化イリジウム錯体を形成する。
【選択図】なし

10

JP 2007-70290 A 2007.3.22



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ヨ ウ 素 を 除 く ハ ロ ゲ ン 化 イ リ ジ ウ ム 溶 液 に ヨ ウ 化 物 イ オ ン を 含 む 化 合 物 を 加 え て 反 応 さ
せ る 工 程 と 、
　 前 記 ヨ ウ 化 物 イ オ ン と 反 応 し た イ リ ジ ウ ム イ オ ン に 第 １ 配 位 子 を 反 応 さ せ て 、 イ リ ジ ウ
ム イ オ ン に 前 記 第 １ 配 位 子 が 配 位 し て な る イ リ ジ ウ ム 錯 体 が ヨ ウ 化 物 イ オ ン を 介 し て 架 橋
し て ２ 量 体 と な っ て い る 構 造 の ヨ ウ 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ ー 錯 体 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 前 記 ヨ ウ 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ ー 錯 体 に 第 ２ 配 位 子 を 反 応 さ せ て 、 イ リ ジ ウ ム イ オ ン
に 前 記 第 １ 配 位 子 と 前 記 第 ２ 配 位 子 が 配 位 し て な る オ ル ト メ タ ル 化 イ リ ジ ウ ム 錯 体 を 形 成
す る 工 程 と
　 を 有 す る オ ル ト メ タ ル 化 イ リ ジ ウ ム 錯 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 ヨ ウ 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ ー 錯 体 を 形 成 す る 工 程 に お い て 、 イ リ ジ ウ ム １ 原 子 あ た り
２ 分 子 の 前 記 第 １ 有 機 配 位 子 が 配 位 し て な る イ リ ジ ウ ム 錯 体 が ヨ ウ 化 物 イ オ ン を 介 し て 架
橋 し て ２ 量 体 と な っ て い る 構 造 の ヨ ウ 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ ー 錯 体 を 形 成 す る
　 請 求 項 １ に 記 載 の オ ル ト メ タ ル 化 イ リ ジ ウ ム 錯 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 オ ル ト メ タ ル 化 イ リ ジ ウ ム 錯 体 を 形 成 す る 工 程 に お い て 、 イ リ ジ ウ ム １ 原 子 あ た り
２ 分 子 の 前 記 有 機 配 位 子 と １ 分 子 の 前 記 第 ２ 配 位 子 が 配 位 し て な る オ ル ト メ タ ル 化 イ リ ジ
ウ ム 錯 体 を 形 成 す る
　 請 求 項 ２ に 記 載 の オ ル ト メ タ ル 化 イ リ ジ ウ ム 錯 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ 配 位 子 と 前 記 第 ２ 配 位 子 が 異 な る 配 位 子 で あ る
　 請 求 項 １ に 記 載 の オ ル ト メ タ ル 化 イ リ ジ ウ ム 錯 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 １ 配 位 子 と 前 記 第 ２ 配 位 子 が 同 じ 配 位 子 で あ る
　 請 求 項 １ に 記 載 の オ ル ト メ タ ル 化 イ リ ジ ウ ム 錯 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ 配 位 子 が 、 下 記 化 学 式 （ １ ） の 構 造 を 有 す る
　 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か に 記 載 の オ ル ト メ タ ル 化 イ リ ジ ウ ム 錯 体 の 製 造 方 法 。
【 化 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 式 中 、 窒 素 原 子 Ｎ を 含 む 環 Ａ と 環 Ｂ が 前 記 環 Ａ 中 の 結 合 部 Ｌ と 前 記 環 Ｂ 中 の 結 合 部 Ｋ で
結 合 し て な り 、 前 記 環 Ａ 中 の 窒 素 原 子 Ｎ と 前 記 環 Ｂ 中 の 炭 素 原 子 Ｃ で イ リ ジ ウ ム イ オ ン Ｍ
に 配 位 す る 配 位 子 で あ り 、 結 合 部 Ｋ と 結 合 部 Ｌ は 単 結 合 ま た は 二 重 結 合 で 結 合 し 、 あ る い
は 、 結 合 部 Ｋ と 結 合 部 Ｌ の 間 に 炭 素 鎖 、 ケ イ 素 原 子 、 リ ン 原 子 を 含 む 鎖 を 有 し 、 環 Ａ お よ
び 環 Ｂ は ５ 員 環 ま た は ６ 員 環 の 芳 香 環 ま た は 非 芳 香 環 で あ り 、 環 Ａ お よ び 環 Ｂ の 骨 格 は 炭
素 原 子 、 窒 素 原 子 及 び ／ ま た は イ オ ウ 原 子 で 構 成 さ れ 、 環 Ａ お よ び 環 Ｂ は 置 換 基 を 有 し て
よ く 、 環 Ａ と 環 Ｂ は 結 合 部 Ｌ と 結 合 部 Ｋ で 連 結 し て い る が 、 ま た 別 の 環 に よ り 縮 合 し て い
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て も よ い 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 ２ 配 位 子 が 、 下 記 化 学 式 （ １ ） の 構 造 を 有 す る 配 位 子 、 ア セ チ ル ア セ ト ン 誘 導 体
、 ピ コ リ ン 酸 誘 導 体 、 リ ン 化 合 物 、 あ る い は 、 ハ ロ ゲ ン で あ る
　 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か に 記 載 の オ ル ト メ タ ル 化 イ リ ジ ウ ム 錯 体 の 製 造 方 法 。
【 化 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 式 中 、 窒 素 原 子 Ｎ を 含 む 環 Ａ と 環 Ｂ が 前 記 環 Ａ 中 の 結 合 部 Ｌ と 前 記 環 Ｂ 中 の 結 合 部 Ｋ で
結 合 し て な り 、 前 記 環 Ａ 中 の 窒 素 原 子 Ｎ と 前 記 環 Ｂ 中 の 炭 素 原 子 Ｃ で イ リ ジ ウ ム イ オ ン Ｍ
に 配 位 す る 配 位 子 で あ り 、 結 合 部 Ｋ と 結 合 部 Ｌ は 単 結 合 ま た は 二 重 結 合 で 結 合 し 、 あ る い
は 、 結 合 部 Ｋ と 結 合 部 Ｌ の 間 に 炭 素 鎖 、 ケ イ 素 原 子 、 リ ン 原 子 を 含 む 鎖 を 有 し 、 環 Ａ お よ
び 環 Ｂ は ５ 員 環 ま た は ６ 員 環 の 芳 香 環 ま た は 非 芳 香 環 で あ り 、 環 Ａ お よ び 環 Ｂ の 骨 格 は 炭
素 原 子 、 窒 素 原 子 及 び ／ ま た は イ オ ウ 原 子 で 構 成 さ れ 、 環 Ａ お よ び 環 Ｂ は 置 換 基 を 有 し て
よ く 、 環 Ａ と 環 Ｂ は 結 合 部 Ｌ と 結 合 部 Ｋ で 連 結 し て い る が 、 ま た 別 の 環 に よ り 縮 合 し て い
て も よ い 。
【 請 求 項 ８ 】
　 下 記 化 学 式 （ ２ ） の 構 造 を 有 し 、 イ リ ジ ウ ム １ 原 子 あ た り ２ 分 子 の 配 位 子 が 配 位 し て な
る イ リ ジ ウ ム 錯 体 が ヨ ウ 化 物 イ オ ン を 介 し て 架 橋 し て ２ 量 体 と な っ て い る
　 ヨ ウ 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ ー 錯 体 。
【 化 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 式 中 、 窒 素 原 子 Ｎ を 含 む 環 Ａ と 環 Ｂ が 前 記 環 Ａ 中 の 結 合 部 Ｌ と 前 記 環 Ｂ 中 の 結 合 部 Ｋ で
結 合 し て な る 配 位 子 が 、 前 記 環 Ａ 中 の 窒 素 原 子 Ｎ と 前 記 環 Ｂ 中 の 炭 素 原 子 Ｃ で イ リ ジ ウ ム
イ オ ン Ｍ に 配 位 し て お り 、 結 合 部 Ｋ と 結 合 部 Ｌ は 単 結 合 ま た は 二 重 結 合 で 結 合 し 、 あ る い
は 、 結 合 部 Ｋ と 結 合 部 Ｌ の 間 に 炭 素 鎖 、 ケ イ 素 原 子 、 リ ン 原 子 を 含 む 鎖 を 有 し 、 環 Ａ お よ
び 環 Ｂ は ５ 員 環 ま た は ６ 員 環 の 芳 香 環 ま た は 非 芳 香 環 で あ り 、 環 Ａ お よ び 環 Ｂ の 骨 格 は 炭
素 原 子 、 窒 素 原 子 及 び ／ ま た は イ オ ウ 原 子 で 構 成 さ れ 、 環 Ａ お よ び 環 Ｂ は 置 換 基 を 有 し て
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よ く 、 環 Ａ と 環 Ｂ は 結 合 部 Ｌ と 結 合 部 Ｋ で 連 結 し て い る が 、 ま た 別 の 環 に よ り 縮 合 し て い
て も よ く 、 ｍ 及 び ｎ は ２ で あ る 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 配 位 子 が 、 ２ － フ ェ ニ ル ピ リ ジ ン 誘 導 体 、 ２ － フ ェ ニ ル キ ノ リ ン 誘 導 体 、 ７ ， ８ －
ベ ン ゾ キ ノ リ ン 誘 導 体 、 ２ － （ ２ － チ エ ニ ル ） ピ リ ジ ン 誘 導 体 、 １ － フ ェ ニ ル ピ ラ ゾ ー ル
誘 導 体 、 ２ － フ ェ ニ ル イ ソ キ ノ リ ン 誘 導 体 、 １ － （ ２ － ベ ン ゾ チ オ フ ェ ニ ル ） ピ リ ジ ン 誘
導 体 、 ２ － ベ ン ジ ル ピ リ ジ ン 誘 導 体 、 ２ － （ １ － ナ フ チ ル ） ピ リ ジ ン 誘 導 体 か ら な る グ ル
ー プ か ら 選 択 さ れ た 配 位 子 で あ る
　 請 求 項 ８ に 記 載 の ヨ ウ 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ ー 錯 体 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 ヨ ウ 素 を 除 く ハ ロ ゲ ン 化 イ リ ジ ウ ム 溶 液 に ヨ ウ 化 物 イ オ ン を 含 む 化 合 物 を 加 え て 反 応 さ
せ る 工 程 と 、
　 前 記 ヨ ウ 化 物 イ オ ン と 反 応 し た イ リ ジ ウ ム イ オ ン に 配 位 子 を 反 応 さ せ て 、 イ リ ジ ウ ム イ
オ ン に 前 記 配 位 子 が 配 位 し て な る イ リ ジ ウ ム 錯 体 が ヨ ウ 化 物 イ オ ン を 介 し て 架 橋 し て ２ 量
体 と な っ て い る 構 造 の ヨ ウ 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ ー 錯 体 を 形 成 す る 工 程 と
　 を 有 す る ヨ ウ 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ ー 錯 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 ヨ ウ 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ ー 錯 体 を 形 成 す る 工 程 に お い て 、 イ リ ジ ウ ム １ 原 子 あ た り
２ 分 子 の 前 記 配 位 子 が 配 位 し て な る イ リ ジ ウ ム 錯 体 が ヨ ウ 化 物 イ オ ン を 介 し て 架 橋 し て ２
量 体 と な っ て い る 構 造 の ヨ ウ 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ ー 錯 体 を 形 成 す る
　 請 求 項 １ ０ に 記 載 の ヨ ウ 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ ー 錯 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 配 位 子 が 、 ２ － フ ェ ニ ル ピ リ ジ ン 誘 導 体 、 ２ － フ ェ ニ ル キ ノ リ ン 誘 導 体 、 ７ ， ８ －
ベ ン ゾ キ ノ リ ン 誘 導 体 、 ２ － （ ２ － チ エ ニ ル ） ピ リ ジ ン 誘 導 体 、 １ － フ ェ ニ ル ピ ラ ゾ ー ル
誘 導 体 、 ２ － フ ェ ニ ル イ ソ キ ノ リ ン 誘 導 体 、 １ － （ ２ － ベ ン ゾ チ オ フ ェ ニ ル ） ピ リ ジ ン 誘
導 体 、 ２ － ベ ン ジ ル ピ リ ジ ン 誘 導 体 、 ２ － （ １ － ナ フ チ ル ） ピ リ ジ ン 誘 導 体 か ら な る グ ル
ー プ か ら 選 択 さ れ た 配 位 子 で あ る
　 請 求 項 １ ０ あ る い は １ １ に 記 載 の ヨ ウ 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ ー 錯 体 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は オ ル ト メ タ ル 化 イ リ ジ ウ ム 錯 体 の 製 造 方 法 及 び ヨ ウ 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ ー
錯 体 と そ の 製 造 方 法 に 関 し 、 特 に 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 発 光 材 料 と し て 用 い ら れ る オ ル ト メ タ
ル 化 イ リ ジ ウ ム 錯 体 の 製 造 方 法 と 、 こ の オ ル ト メ タ ル 化 イ リ ジ ウ ム 錯 体 と 形 成 す る た め の
中 間 体 と な る ヨ ウ 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ ー 錯 体 と そ の 製 造 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 有 機 発 光 素 子 は 、 低 電 圧 で 高 輝 度 の 発 光 を 得 る こ と が で き る た め 、 平 面 型 の デ ィ ス プ レ
イ 装 置 な ど に お け る 有 望 な 表 示 素 子 と し て 注 目 を 集 め て い る 。
　 例 え ば 非 特 許 文 献 １ に は 良 好 な 発 光 特 性 を 有 す る 発 光 素 子 と し て 、 ２ － フ ェ ニ ル ピ リ ジ
ン を 配 位 子 と す る オ ル ト メ タ ル 化 イ リ ジ ウ ム 錯 体 （ Ｉ ｒ （ ｐ ｐ ｙ ） ３ ： tris-ortho-metal
ated complex of Iridium (III) with 2-phenyl-pyrydyne） か ら の 発 光 を 利 用 し た 緑 色 発
光 素 子 が 報 告 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 記 の オ ル ト メ タ ル 化 イ リ ジ ウ ム 錯 体 の 合 成 方 法 と し て 、 例 え ば 非 特 許 文 献 ２ に 、 塩 化
イ リ ジ ウ ム に ２ － フ ェ ニ ル ピ リ ジ ン を 混 合 す る こ と に よ り 、 塩 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ ー
錯 体 を 経 て 、 モ ノ マ ー の オ ル ト メ タ ル 化 イ リ ジ ウ ム 錯 体 を 合 成 す る 方 法 が 報 告 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 非 特 許 文 献 ３ に は 、 上 記 の オ ル ト メ タ ル 化 イ リ ジ ウ ム 錯 体 の 合 成 方 法 と し て 、 ト
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リ ス ア セ チ ル ア セ ト ナ ー ト イ リ ジ ウ ム (III)を 原 料 と す る 方 法 が 報 告 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 上 記 の オ ル ト メ タ ル 化 イ リ ジ ウ ム 錯 体 の 合 成 方 法 と し て 、 例 え ば 非 特 許 文 献 ４ に
、 ト リ フ ル オ ロ メ タ ン ス ル ホ ン 酸 を 原 料 と し て 用 い て 、 合 成 す る 方 法 が 報 告 さ れ て い る 。
　 非 特 許 文 献 ３ に 記 載 の 方 法 に よ る と 、 ２ 種 類 の 異 な る 配 位 子 を 有 す る オ ル ト メ タ ル 化 イ
リ ジ ウ ム 錯 体 を 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 １ に は 、 塩 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ ー 錯 体 に ア セ チ ル ア セ ト ン を 反 応 さ
せ て 、 ア セ チ ル ア セ ト ン を 配 位 さ せ た イ リ ジ ウ ム モ ノ マ ー 錯 体 を 形 成 し 、 さ ら に 種 類 の こ
と な る 配 位 子 で ア セ チ ル ア セ ト ン を 置 換 す る こ と で 、 異 な る 種 類 の 配 位 子 が 配 位 し た イ リ
ジ ウ ム モ ノ マ ー 錯 体 を 合 成 す る 方 法 が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 非 特 許 文 献 ５ に は 、 配 位 子 を モ ル 比 で ３ ０ ～ １ ０ ０ 倍 と 多 量 に 用 い る こ と に よ る
上 記 の オ ル ト メ タ ル 化 イ リ ジ ウ ム 錯 体 の 迅 速 な 合 成 方 法 が 報 告 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し 、 非 特 許 文 献 ２ 及 び ３ に 記 載 の 方 法 で は 、 収 率 が 低 い と い う 問 題 が あ る 。 さ ら に
イ リ ジ ウ ム に 配 位 す る ３ つ の 配 位 子 が 全 て 同 じ で あ る も の し か 合 成 す る こ と が で き な い と
い う 問 題 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 非 特 許 文 献 ４ に 記 載 の 方 法 で も 収 率 が 低 い と い う 問 題 が あ り 、 さ ら に ト リ フ ル オ
ロ メ タ ン ス ル ホ ン 酸 と い う 吸 湿 性 の 高 い 原 料 を 用 い て い る の で 、 取 り 扱 い が 困 難 で 操 作 性
が 悪 い と い う 問 題 が あ る 。
　 ま た 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の 方 法 で も 収 率 が 低 い と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 非 特 許 文 献 ５ に 記 載 の 方 法 で は 、 収 率 は ７ ５ ％ 程 度 と 比 較 的 高 い も の の 、 配 位 子
を 上 述 の よ う に 多 量 に 用 い な け れ ば な ら ず 、 配 位 子 は 非 常 に 高 価 で あ る の で 多 量 に 製 造 す
る に は 現 実 的 で な い 。 ま た 、 こ の 方 法 に よ っ て も 、 イ リ ジ ウ ム に 配 位 す る ３ つ の 配 位 子 が
全 て 同 じ で あ る も の し か 合 成 す る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 上 記 の い ず れ も 方 法 に よ っ て も 、 反 応 時 間 が 長 い と い う 不 利 益 が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ０ ５ ０ ５ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ４ ７ ８ ５ ９ 号 公 報
【 非 特 許 文 献 １ 】 Applied Physics Letter, 75, 4(1999).
【 非 特 許 文 献 ２ 】 Journal of the American Chemical Society, 107, 1431(1985)
【 非 特 許 文 献 ３ 】 Inorganic Chemistry, 30, 1685(1991)
【 非 特 許 文 献 ４ 】 Inorganic Chemistry, 33, 545(1994)
【 非 特 許 文 献 ５ 】 Chemistry Letters, 32, 3, 252(2003)
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 容 易 に 種 類 の 異 な る 配 位 子 を 配 位 さ せ る こ と で き 、 高 い 収 率 で 安 価 に
合 成 で き る ２ － フ ェ ニ ル ピ リ ジ ン な ど を 配 位 子 と す る オ ル ト メ タ ル 化 イ リ ジ ウ ム 錯 体 の 製
造 方 法 を 提 供 す る こ と で あ る 。
　 ま た 、 オ ル ト メ タ ル 化 イ リ ジ ウ ム 錯 体 合 成 の 中 間 体 と な る ヨ ウ 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ
ー 錯 体 と そ の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 の オ ル ト メ タ ル 化 イ リ ジ ウ ム 錯 体 の 製 造 方 法 は 、 ヨ
ウ 素 を 除 く ハ ロ ゲ ン 化 イ リ ジ ウ ム 溶 液 に ヨ ウ 化 物 イ オ ン を 含 む 化 合 物 を 加 え て 反 応 さ せ る
工 程 と 、 前 記 ヨ ウ 化 物 イ オ ン と 反 応 し た イ リ ジ ウ ム イ オ ン に 第 １ 配 位 子 を 反 応 さ せ て 、 イ
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リ ジ ウ ム イ オ ン に 前 記 第 １ 配 位 子 が 配 位 し て な る イ リ ジ ウ ム 錯 体 が ヨ ウ 化 物 イ オ ン を 介 し
て 架 橋 し て ２ 量 体 と な っ て い る 構 造 の ヨ ウ 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ ー 錯 体 を 形 成 す る 工 程
と 、 前 記 ヨ ウ 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ ー 錯 体 に 第 ２ 配 位 子 を 反 応 さ せ て 、 イ リ ジ ウ ム に 前
記 第 １ 配 位 子 と 前 記 第 ２ 配 位 子 が 配 位 し て な る オ ル ト メ タ ル 化 イ リ ジ ウ ム 錯 体 を 形 成 す る
工 程 と を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 の 本 発 明 の オ ル ト メ タ ル 化 イ リ ジ ウ ム 錯 体 の 製 造 方 法 は 、 ヨ ウ 素 を 除 く ハ ロ ゲ ン 化
イ リ ジ ウ ム 溶 液 に ヨ ウ 化 物 イ オ ン を 含 む 化 合 物 を 加 え て 反 応 さ せ 、 こ の 後 に 、 ヨ ウ 化 物 イ
オ ン と 反 応 し た イ リ ジ ウ ム イ オ ン に 第 １ 配 位 子 を 反 応 さ せ て 、 イ リ ジ ウ ム イ オ ン に 第 １ 配
位 子 が 配 位 し て な る イ リ ジ ウ ム 錯 体 が ヨ ウ 化 物 イ オ ン を 介 し て 架 橋 し て ２ 量 体 と な っ て い
る 構 造 の ヨ ウ 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ ー 錯 体 を 形 成 す る 。
　 次 に 、 ヨ ウ 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ ー 錯 体 に 第 ２ 配 位 子 を 反 応 さ せ て 、 イ リ ジ ウ ム に 第
１ 配 位 子 と 第 ２ 配 位 子 が 配 位 し て な る オ ル ト メ タ ル 化 イ リ ジ ウ ム 錯 体 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 の 本 発 明 の オ ル ト メ タ ル 化 イ リ ジ ウ ム 錯 体 の 製 造 方 法 は 、 好 適 に は 、 ヨ ウ 素 架 橋 イ
リ ジ ウ ム ダ イ マ ー 錯 体 を 形 成 す る 工 程 に お い て 、 イ リ ジ ウ ム １ 原 子 あ た り ２ 分 子 の 前 記 第
１ 配 位 子 が 配 位 し て な る イ リ ジ ウ ム 錯 体 が ヨ ウ 化 物 イ オ ン を 介 し て 架 橋 し て ２ 量 体 と な っ
て い る 構 造 の ヨ ウ 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ ー 錯 体 を 形 成 す る 。
　 さ ら に 好 適 に は 、 前 記 オ ル ト メ タ ル 化 イ リ ジ ウ ム 錯 体 を 形 成 す る 工 程 に お い て 、 イ リ ジ
ウ ム １ 原 子 あ た り ２ 分 子 の 前 記 第 １ 配 位 子 と １ 分 子 の 前 記 第 ２ 配 位 子 が 配 位 し て な る オ ル
ト メ タ ル 化 イ リ ジ ウ ム 錯 体 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 の 本 発 明 の オ ル ト メ タ ル 化 イ リ ジ ウ ム 錯 体 の 製 造 方 法 は 、 好 適 に は 、 前 記 第 １ 配 位
子 と 前 記 第 ２ 配 位 子 が 異 な る 配 位 子 で あ る 。
　 あ る い は 好 適 に は 、 前 記 第 １ 配 位 子 と 前 記 第 ２ 配 位 子 が 同 じ 配 位 子 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 好 適 に は 、 前 記 第 １ 配 位 子 が 、 下 記 化 学 式 （ １ ） の 構 造 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 化 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ９ 】
　 式 中 、 窒 素 原 子 Ｎ を 含 む 環 Ａ と 環 Ｂ が 前 記 環 Ａ 中 の 結 合 部 Ｌ と 前 記 環 Ｂ 中 の 結 合 部 Ｋ で
結 合 し て な り 、 前 記 環 Ａ 中 の 窒 素 原 子 Ｎ と 前 記 環 Ｂ 中 の 炭 素 原 子 Ｃ で イ リ ジ ウ ム イ オ ン Ｍ
に 配 位 す る 配 位 子 で あ り 、 結 合 部 Ｋ と 結 合 部 Ｌ は 単 結 合 ま た は 二 重 結 合 で 結 合 し 、 あ る い
は 、 結 合 部 Ｋ と 結 合 部 Ｌ の 間 に 炭 素 鎖 、 ケ イ 素 原 子 、 リ ン 原 子 を 含 む 鎖 を 有 し 、 環 Ａ お よ
び 環 Ｂ は ５ 員 環 ま た は ６ 員 環 の 芳 香 環 ま た は 非 芳 香 環 で あ り 、 環 Ａ お よ び 環 Ｂ の 骨 格 は 炭
素 原 子 、 窒 素 原 子 及 び ／ ま た は イ オ ウ 原 子 で 構 成 さ れ 、 環 Ａ お よ び 環 Ｂ は 置 換 基 を 有 し て
よ く 、 環 Ａ と 環 Ｂ は 結 合 部 Ｌ と 結 合 部 Ｋ で 連 結 し て い る が 、 ま た 別 の 環 に よ り 縮 合 し て い
て も よ い 。
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【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 好 適 に は 、 前 記 第 ２ 配 位 子 が 、 下 記 化 学 式 （ １ ） の 構 造 を 有 す る 配 位 子 、 ア セ チ
ル ア セ ト ン 誘 導 体 、 ピ コ リ ン 酸 誘 導 体 、 リ ン 化 合 物 、 あ る い は 、 ハ ロ ゲ ン で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
【 化 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 式 中 、 窒 素 原 子 Ｎ を 含 む 環 Ａ と 環 Ｂ が 前 記 環 Ａ 中 の 結 合 部 Ｌ と 前 記 環 Ｂ 中 の 結 合 部 Ｋ で
結 合 し て な り 、 前 記 環 Ａ 中 の 窒 素 原 子 Ｎ と 前 記 環 Ｂ 中 の 炭 素 原 子 Ｃ で イ リ ジ ウ ム イ オ ン Ｍ
に 配 位 す る 配 位 子 で あ り 、 結 合 部 Ｋ と 結 合 部 Ｌ は 単 結 合 ま た は 二 重 結 合 で 結 合 し 、 あ る い
は 、 結 合 部 Ｋ と 結 合 部 Ｌ の 間 に 炭 素 鎖 、 ケ イ 素 原 子 、 リ ン 原 子 を 含 む 鎖 を 有 し 、 環 Ａ お よ
び 環 Ｂ は ５ 員 環 ま た は ６ 員 環 の 芳 香 環 ま た は 非 芳 香 環 で あ り 、 環 Ａ お よ び 環 Ｂ の 骨 格 は 炭
素 原 子 、 窒 素 原 子 及 び ／ ま た は イ オ ウ 原 子 で 構 成 さ れ 、 環 Ａ お よ び 環 Ｂ は 置 換 基 を 有 し て
よ く 、 環 Ａ と 環 Ｂ は 結 合 部 Ｌ と 結 合 部 Ｋ で 連 結 し て い る が 、 ま た 別 の 環 に よ り 縮 合 し て い
て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 の ヨ ウ 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ ー 錯 体 は 、 下 記 化 学
式 （ ２ ） の 構 造 を 有 し 、 イ リ ジ ウ ム １ 原 子 あ た り ２ 分 子 の 配 位 子 が 配 位 し て な る イ リ ジ ウ
ム 錯 体 が ヨ ウ 化 物 イ オ ン を 介 し て 架 橋 し て ２ 量 体 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 化 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 式 中 、 窒 素 原 子 Ｎ を 含 む 環 Ａ と 環 Ｂ が 前 記 環 Ａ 中 の 結 合 部 Ｌ と 前 記 環 Ｂ 中 の 結 合 部 Ｋ で
結 合 し て な る 配 位 子 が 、 前 記 環 Ａ 中 の 窒 素 原 子 Ｎ と 前 記 環 Ｂ 中 の 炭 素 原 子 Ｃ で イ リ ジ ウ ム
イ オ ン Ｍ に 配 位 し て お り 、 結 合 部 Ｋ と 結 合 部 Ｌ は 単 結 合 ま た は 二 重 結 合 で 結 合 し 、 あ る い
は 、 結 合 部 Ｋ と 結 合 部 Ｌ の 間 に 炭 素 鎖 、 ケ イ 素 原 子 、 リ ン 原 子 を 含 む 鎖 を 有 し 、 環 Ａ お よ
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び 環 Ｂ は ５ 員 環 ま た は ６ 員 環 の 芳 香 環 ま た は 非 芳 香 環 で あ り 、 環 Ａ お よ び 環 Ｂ の 骨 格 は 炭
素 原 子 、 窒 素 原 子 及 び ／ ま た は イ オ ウ 原 子 で 構 成 さ れ 、 環 Ａ お よ び 環 Ｂ は 置 換 基 を 有 し て
よ く 、 環 Ａ と 環 Ｂ は 結 合 部 Ｌ と 結 合 部 Ｋ で 連 結 し て い る が 、 ま た 別 の 環 に よ り 縮 合 し て い
て も よ く 、 ｍ 及 び ｎ は ２ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 上 記 の 本 発 明 の ヨ ウ 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ ー 錯 体 は 、 好 適 に は 、 前 記 配 位 子 が 、 ２ －
フ ェ ニ ル ピ リ ジ ン 誘 導 体 、 ２ － フ ェ ニ ル キ ノ リ ン 誘 導 体 、 ７ ， ８ － ベ ン ゾ キ ノ リ ン 誘 導 体
、 ２ － （ ２ － チ エ ニ ル ） ピ リ ジ ン 誘 導 体 、 １ － フ ェ ニ ル ピ ラ ゾ ー ル 誘 導 体 、 ２ － フ ェ ニ ル
イ ソ キ ノ リ ン 誘 導 体 、 １ － （ ２ － ベ ン ゾ チ オ フ ェ ニ ル ） ピ リ ジ ン 誘 導 体 、 ２ － ベ ン ジ ル ピ
リ ジ ン 誘 導 体 、 ２ － （ １ － ナ フ チ ル ） ピ リ ジ ン 誘 導 体 か ら な る グ ル ー プ か ら 選 択 さ れ た 配
位 子 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 の ヨ ウ 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ ー 錯 体 の 製 造 方 法 は
、 ヨ ウ 素 を 除 く ハ ロ ゲ ン 化 イ リ ジ ウ ム 溶 液 に ヨ ウ 化 物 イ オ ン を 含 む 化 合 物 を 加 え て 反 応 さ
せ る 工 程 と 、 前 記 ヨ ウ 化 物 イ オ ン と 反 応 し た イ リ ジ ウ ム イ オ ン に 配 位 子 を 反 応 さ せ て 、 イ
リ ジ ウ ム イ オ ン に 前 記 配 位 子 が 配 位 し て な る イ リ ジ ウ ム 錯 体 が ヨ ウ 化 物 イ オ ン を 介 し て 架
橋 し て ２ 量 体 と な っ て い る 構 造 の ヨ ウ 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ ー 錯 体 を 形 成 す る 工 程 と を
有 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 記 の 本 発 明 の ヨ ウ 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ ー 錯 体 の 製 造 方 法 は 、 ヨ ウ 素 を 除 く ハ ロ ゲ
ン 化 イ リ ジ ウ ム 溶 液 に ヨ ウ 化 物 イ オ ン を 含 む 化 合 物 を 加 え て 反 応 さ せ 、 こ の 後 に 、 ヨ ウ 化
物 イ オ ン と 反 応 し た イ リ ジ ウ ム イ オ ン に 配 位 子 を 反 応 さ せ て 、 イ リ ジ ウ ム イ オ ン に 配 位 子
が 配 位 し て な る イ リ ジ ウ ム 錯 体 が ヨ ウ 化 物 イ オ ン を 介 し て 架 橋 し て ２ 量 体 と な っ て い る 構
造 の ヨ ウ 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ ー 錯 体 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 上 記 の 本 発 明 の ヨ ウ 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ ー 錯 体 の 製 造 方 法 は 、 好 適 に は 、 ヨ ウ 素 架
橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ ー 錯 体 を 形 成 す る 工 程 に お い て 、 イ リ ジ ウ ム １ 原 子 あ た り ２ 分 子 の 前
記 配 位 子 が 配 位 し て な る イ リ ジ ウ ム 錯 体 が ヨ ウ 化 物 イ オ ン を 介 し て 架 橋 し て ２ 量 体 と な っ
て い る 構 造 の ヨ ウ 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ ー 錯 体 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 上 記 の 本 発 明 の ヨ ウ 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ ー 錯 体 の 製 造 方 法 は 、 好 適 に は 、 前 記 配 位
子 が 、 ２ － フ ェ ニ ル ピ リ ジ ン 誘 導 体 、 ２ － フ ェ ニ ル キ ノ リ ン 誘 導 体 、 ７ ， ８ － ベ ン ゾ キ ノ
リ ン 誘 導 体 、 ２ － （ ２ － チ エ ニ ル ） ピ リ ジ ン 誘 導 体 、 １ － フ ェ ニ ル ピ ラ ゾ ー ル 誘 導 体 、 ２
－ フ ェ ニ ル イ ソ キ ノ リ ン 誘 導 体 、 １ － （ ２ － ベ ン ゾ チ オ フ ェ ニ ル ） ピ リ ジ ン 誘 導 体 、 ２ －
ベ ン ジ ル ピ リ ジ ン 誘 導 体 、 ２ － （ １ － ナ フ チ ル ） ピ リ ジ ン 誘 導 体 か ら な る グ ル ー プ か ら 選
択 さ れ た 配 位 子 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 の オ ル ト メ タ ル 化 イ リ ジ ウ ム 錯 体 の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 一 度 ハ ロ ゲ ン 化 イ リ ジ ウ
ム 溶 液 に ヨ ウ 化 物 イ オ ン を 含 む 化 合 物 を 加 え て 反 応 さ せ て お く こ と で 、 そ の 後 の 配 位 子 と
の 反 応 を 速 や か に 進 行 さ せ る こ と が で き 、 配 位 子 を 過 剰 に 用 い る こ と も な い の で 安 価 で あ
り 、 高 い 収 率 で オ ル ト メ タ ル 化 イ リ ジ ウ ム 錯 体 の 製 造 が 可 能 で あ る 。 さ ら に 、 配 位 子 と の
反 応 は ヨ ウ 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ ー 錯 体 を 経 て 進 行 す る の で 、 使 用 す る 配 位 子 の 種 類 を
変 え る こ と で 容 易 に 種 類 の 異 な る 配 位 子 を 配 位 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 の ヨ ウ 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ ー 錯 体 に よ れ ば 、 さ ら に 配 位 子 を 反 応 さ せ る こ と
で 、 安 価 に か つ 高 い 収 率 で オ ル ト メ タ ル 化 イ リ ジ ウ ム 錯 体 の 製 造 が 可 能 で あ り 、 上 記 の さ
ら に 反 応 さ せ る 配 位 子 と 既 に ヨ ウ 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ ー 錯 体 内 に 含 ま れ て い る 配 位 子
と 種 類 を 変 え る こ と で 容 易 に 種 類 の 異 な る 配 位 子 を 配 位 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】

10

20

30

40

50

(8) JP 2007-70290 A 2007.3.22



　 本 発 明 の ヨ ウ 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ ー 錯 体 の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 さ ら に 配 位 子 を 反 応
さ せ る こ と で 、 安 価 に か つ 高 い 収 率 で オ ル ト メ タ ル 化 イ リ ジ ウ ム 錯 体 の 製 造 が 可 能 で あ り
、 容 易 に 種 類 の 異 な る 配 位 子 を 配 位 さ せ る こ と が 可 能 な ヨ ウ 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ ー 錯
体 を 製 造 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 以 下 に 、 本 発 明 の オ ル ト メ タ ル 化 イ リ ジ ウ ム 錯 体 の 製 造 方 法 及 び ヨ ウ 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム
ダ イ マ ー 錯 体 と そ の 製 造 方 法 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 実 施 形 態 に 係 る オ ル ト メ タ ル 化 イ リ ジ ウ ム 錯 体 の 製 造 方 法 は 、 ま ず 、 ヨ ウ 素 を 除 く ハ
ロ ゲ ン 化 イ リ ジ ウ ム 溶 液 に ヨ ウ 化 物 イ オ ン を 含 む 化 合 物 を 加 え て 反 応 さ せ る 。
　 こ こ で 、 ヨ ウ 素 を 除 く ハ ロ ゲ ン 化 イ リ ジ ウ ム と し て は 、 例 え ば ３ 塩 化 イ リ ジ ウ ム 、 ４ ハ
ロ ゲ ン 化 イ リ ジ ウ ム 、 ６ 塩 化 イ リ ジ ウ ム な ど を 用 い る こ と が で き る 。 ハ ロ ゲ ン と し て は ヨ
ウ 素 以 外 で あ れ ば よ く 、 臭 化 イ リ ジ ウ ム な ど も 用 い る こ と が 可 能 で あ る 。
　 ま た 、 ヨ ウ 化 物 イ オ ン と し て は 、 ヨ ウ 化 カ リ ウ ム 、 ヨ ウ 化 リ チ ウ ム 、 ヨ ウ 化 ナ ト リ ウ ム
、 ヨ ウ 化 ア ン モ ニ ウ ム な ど を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 次 に 、 ヨ ウ 化 物 イ オ ン と 反 応 し た イ リ ジ ウ ム に 、 例 え ば ２ ― フ ェ ニ ル ピ リ ジ ン な ど の 第
１ 配 位 子 を 反 応 さ せ て 、 イ リ ジ ウ ム に 第 １ 配 位 子 が 配 位 し て な る イ リ ジ ウ ム 錯 体 が ヨ ウ 化
物 イ オ ン を 介 し て 架 橋 し て ２ 量 体 と な っ て い る 構 造 の ヨ ウ 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ ー 錯 体
を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 次 に 、 上 記 の よ う に し て 形 成 さ れ た ヨ ウ 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ ー 錯 体 に 、 第 ２ 配 位 子
を 反 応 さ せ て 、 イ リ ジ ウ ム １ 原 子 あ た り ２ 分 子 の 第 １ 配 位 子 と １ 分 子 の 第 ２ 配 位 子 が 配 位
し て な る オ ル ト メ タ ル 化 イ リ ジ ウ ム 錯 体 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 上 記 の 第 １ 及 び 第 ２ 配 位 子 と し て は 、 特 に 限 定 は な い が 、 イ リ ジ ウ ム と 窒 素 ま た は 炭 素
の 結 合 を 少 な く と も ２ つ 形 成 し う る 多 座 配 位 子 を 用 い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 上 記 の 第 １ 配 位 子 と し て は 、 下 記 化 学 式 （ １ ） の 構 造 を 有 す る 配 位 子 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 化 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ １ 】
　 式 中 、 窒 素 原 子 Ｎ を 含 む 環 Ａ と 環 Ｂ が 前 記 環 Ａ 中 の 結 合 部 Ｌ と 前 記 環 Ｂ 中 の 結 合 部 Ｋ で
結 合 し て な り 、 前 記 環 Ａ 中 の 窒 素 原 子 Ｎ と 前 記 環 Ｂ 中 の 炭 素 原 子 Ｃ で イ リ ジ ウ ム イ オ ン Ｍ
に 配 位 す る 配 位 子 で あ り 、 結 合 部 Ｋ と 結 合 部 Ｌ は 単 結 合 ま た は 二 重 結 合 で 結 合 し 、 あ る い
は 、 結 合 部 Ｋ と 結 合 部 Ｌ の 間 に 炭 素 鎖 、 ケ イ 素 原 子 、 リ ン 原 子 を 含 む 鎖 を 有 し 、 環 Ａ お よ
び 環 Ｂ は ５ 員 環 ま た は ６ 員 環 の 芳 香 環 ま た は 非 芳 香 環 で あ り 、 環 Ａ お よ び 環 Ｂ の 骨 格 は 炭
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素 原 子 、 窒 素 原 子 及 び ／ ま た は イ オ ウ 原 子 で 構 成 さ れ 、 環 Ａ お よ び 環 Ｂ は 置 換 基 を 有 し て
よ く 、 環 Ａ と 環 Ｂ は 結 合 部 Ｌ と 結 合 部 Ｋ で 連 結 し て い る が 、 ま た 別 の 環 に よ り 縮 合 し て い
て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 上 記 の 第 １ 配 位 子 の 例 と し て は 、 ２ － フ ェ ニ ル ピ リ ジ ン 誘 導 体 、 ２ － フ ェ ニ ル キ ノ リ ン
誘 導 体 、 ７ ， ８ － ベ ン ゾ キ ノ リ ン 誘 導 体 、 ２ － （ ２ － チ エ ニ ル ） ピ リ ジ ン 誘 導 体 、 １ － フ
ェ ニ ル ピ ラ ゾ ー ル 誘 導 体 、 ２ － フ ェ ニ ル イ ソ キ ノ リ ン 誘 導 体 、 １ － （ ２ － ベ ン ゾ チ オ フ ェ
ニ ル ） ピ リ ジ ン 誘 導 体 、 ２ － ベ ン ジ ル ピ リ ジ ン 誘 導 体 、 ２ － （ １ － ナ フ チ ル ） ピ リ ジ ン 誘
導 体 か ら な る グ ル ー プ か ら 選 択 さ れ た 配 位 子 や 、 特 許 文 献 ２ に 記 載 の 配 位 子 を 挙 げ る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 上 記 の 第 ２ 配 位 子 と し て は 、 下 記 化 学 式 （ １ ） の 構 造 を 有 す る 配 位 子 、 ア セ チ ル ア セ ト
ン 誘 導 体 、 ピ コ リ ン 酸 誘 導 体 、 リ ン 化 合 物 、 あ る い は 、 ハ ロ ゲ ン で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
【 化 ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 式 中 、 窒 素 原 子 Ｎ を 含 む 環 Ａ と 環 Ｂ が 前 記 環 Ａ 中 の 結 合 部 Ｌ と 前 記 環 Ｂ 中 の 結 合 部 Ｋ で
結 合 し て な り 、 前 記 環 Ａ 中 の 窒 素 原 子 Ｎ と 前 記 環 Ｂ 中 の 炭 素 原 子 Ｃ で イ リ ジ ウ ム イ オ ン Ｍ
に 配 位 す る 配 位 子 で あ り 、 結 合 部 Ｋ と 結 合 部 Ｌ は 単 結 合 ま た は 二 重 結 合 で 結 合 し 、 あ る い
は 、 結 合 部 Ｋ と 結 合 部 Ｌ の 間 に 炭 素 鎖 、 ケ イ 素 原 子 、 リ ン 原 子 を 含 む 鎖 を 有 し 、 環 Ａ お よ
び 環 Ｂ は ５ 員 環 ま た は ６ 員 環 の 芳 香 環 ま た は 非 芳 香 環 で あ り 、 環 Ａ お よ び 環 Ｂ の 骨 格 は 炭
素 原 子 、 窒 素 原 子 及 び ／ ま た は イ オ ウ 原 子 で 構 成 さ れ 、 環 Ａ お よ び 環 Ｂ は 置 換 基 を 有 し て
よ く 、 環 Ａ と 環 Ｂ は 結 合 部 Ｌ と 結 合 部 Ｋ で 連 結 し て い る が 、 ま た 別 の 環 に よ り 縮 合 し て い
て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 上 記 の 第 ２ 配 位 子 の 例 と し て は 、 ２ － フ ェ ニ ル ピ リ ジ ン 誘 導 体 、 ２ － フ ェ ニ ル キ ノ リ ン
誘 導 体 、 ７ ， ８ － ベ ン ゾ キ ノ リ ン 誘 導 体 、 ２ － （ ２ － チ エ ニ ル ） ピ リ ジ ン 誘 導 体 、 １ － フ
ェ ニ ル ピ ラ ゾ ー ル 誘 導 体 、 ２ － フ ェ ニ ル イ ソ キ ノ リ ン 誘 導 体 、 １ － （ ２ － ベ ン ゾ チ オ フ ェ
ニ ル ） ピ リ ジ ン 誘 導 体 、 ２ － ベ ン ジ ル ピ リ ジ ン 誘 導 体 、 ２ － （ １ － ナ フ チ ル ） ピ リ ジ ン 誘
導 体 か ら な る グ ル ー プ か ら 選 択 さ れ た 有 機 配 位 子 、 リ ン 酸 化 合 物 を 含 む 無 機 配 位 子 、 あ る
い は 、 特 許 文 献 ２ に 記 載 の 配 位 子 を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て は 、 反 応 円 滑 に 進 行 さ せ る た め に 、 反 応 溶 媒 と し て 極 性 溶 媒 を 用 い
る こ と が 好 ま し い 。
　 上 記 の 極 性 溶 媒 と し て は 、 高 沸 点 な 溶 媒 、 例 え ば 、 エ チ レ ン グ リ コ ー ル 、 グ リ セ ロ ー ル
、 ２ － メ ト キ シ エ タ ノ ー ル 、 ２ － エ ト キ シ エ タ ノ ー ル 、 Ｎ ， Ｎ － ジ メ チ ル ホ ル ム ア ミ ド 、
あ る い は そ れ ら を 含 む 混 合 溶 媒 を 用 い る こ と が で き 、 エ チ レ ン グ リ コ ー ル 及 び グ リ セ ロ ー
ル を 特 に 好 ま し く 用 い る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ こ で 、 上 記 の ヨ ウ 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ ー 錯 体 の 構 造 に つ い て 説 明 す る 。
　 ヨ ウ 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ ー 錯 体 は 、 下 記 の 化 学 式 （ ２ ） に 示 す 構 造 を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
【 化 ６ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 式 中 、 窒 素 原 子 Ｎ を 含 む 環 Ａ と 環 Ｂ が 前 記 環 Ａ 中 の 結 合 部 Ｌ と 前 記 環 Ｂ 中 の 結 合 部 Ｋ で
結 合 し て な る 配 位 子 が 、 前 記 環 Ａ 中 の 窒 素 原 子 Ｎ と 前 記 環 Ｂ 中 の 炭 素 原 子 Ｃ で イ リ ジ ウ ム
イ オ ン Ｍ に 配 位 し て お り 、 結 合 部 Ｋ と 結 合 部 Ｌ は 単 結 合 ま た は 二 重 結 合 で 結 合 し 、 あ る い
は 、 結 合 部 Ｋ と 結 合 部 Ｌ の 間 に 炭 素 鎖 、 ケ イ 素 原 子 、 リ ン 原 子 を 含 む 鎖 を 有 し 、 環 Ａ お よ
び 環 Ｂ は ５ 員 環 ま た は ６ 員 環 の 芳 香 環 ま た は 非 芳 香 環 で あ り 、 環 Ａ お よ び 環 Ｂ の 骨 格 は 炭
素 原 子 、 窒 素 原 子 及 び ／ ま た は イ オ ウ 原 子 で 構 成 さ れ 、 環 Ａ お よ び 環 Ｂ は 置 換 基 を 有 し て
よ く 、 環 Ａ と 環 Ｂ は 結 合 部 Ｌ と 結 合 部 Ｋ で 連 結 し て い る が 、 ま た 別 の 環 に よ り 縮 合 し て い
て も よ く 、 ｍ 及 び ｎ は ２ で あ る 。
　 こ こ で 、 上 記 の 化 学 式 （ ２ ） と し て は 、 そ の 互 変 異 性 体 も 含 む も の と す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 上 記 の ヨ ウ 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ ー 錯 体 の 形 成 に お い て 、 ヨ ウ 化 カ リ ウ ム の 使 用 量 は
ハ ロ ゲ ン 化 イ リ ジ ウ ム に 対 し て 化 学 量 論 的 に ２ 以 上 と し 、 ３ ～ １ ０ 当 量 が 好 ま し い 。
　 第 １ 配 位 子 の 使 用 量 は 、 ハ ロ ゲ ン 化 イ リ ジ ウ ム に 対 し 、 化 学 量 論 的 に ５ 以 上 で あ る 。
　 ヨ ウ 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ ー が 生 成 さ れ る と 沈 殿 と な る 。 こ れ ら を ろ 過 し た 後 の ろ 液
に 水 を 加 え る と さ ら に 沈 殿 が 生 じ る が 、 ろ 液 か ら の 沈 殿 に ヨ ウ 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ ー
は ほ と ん ど 含 ま れ て お ら ず 、 ヨ ウ 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ ー の 沈 殿 が 高 収 率 、 高 純 度 で 得
ら れ て い る こ と を 示 す 。 こ れ は 、 主 と し て ヨ ウ 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ ー の 溶 解 度 が 低 く
、 錯 体 が 沈 殿 す る こ と に よ り さ ら に 錯 体 が 形 成 さ れ る 反 応 が 進 む た め と 考 え ら れ る 。 こ の
た め 、 反 応 の た め に 必 要 な 労 力 と 時 間 を 下 記 の 塩 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ ー の 場 合 よ り 削
減 で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 一 方 、 塩 素 あ る い は 臭 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ ー の 場 合 も 沈 殿 が 生 じ る が 、 こ れ ら を ろ
過 し た 後 の ろ 液 に 水 を 加 え る と さ ら に 沈 殿 が 生 じ 、 こ れ ら の 1 Ｈ － Ｎ Ｍ Ｒ の 結 果 か ら は 、
塩 素 あ る い は 臭 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ ー が あ る 程 度 含 ま れ て い る こ と を 示 し て い る 。 こ
れ は 、 塩 素 あ る い は 臭 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ ー の 場 合 、 溶 解 度 が そ れ ほ ど 低 く な い の で
塩 素 ま た は 臭 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ ー は 溶 液 中 に 残 っ て い る た め で あ る 。
　 溶 媒 は 高 沸 点 な も の を 用 い る の で 、 溶 液 中 の 塩 素 ま た は 臭 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ ー を
取 り 出 す の は 容 易 で は な く 、 水 な ど を 加 え て 溶 解 度 を 下 げ て 沈 殿 を 取 り 出 す が 、 こ れ で は
か な り の 不 純 物 を 含 み 、 カ ラ ム ト グ ラ ム な ど で 塩 素 ま た は 臭 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ ー を
分 離 こ と が 行 わ れ る の で 相 当 の 労 力 と 時 間 を 必 要 と し て し ま う も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
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　 上 記 の ヨ ウ 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ ー 錯 体 の 形 成 に お い て 、 加 熱 手 段 は 特 に 限 定 は な い
。
　 反 応 時 間 は ３ ０ 分 ～ ６ 時 間 で あ り 、 １ 時 間 程 度 が 好 ま し い 。
　 窒 素 雰 囲 気 下 ま た は ア ル ゴ ン 雰 囲 気 下 で 反 応 を 行 う こ と も 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 上 記 の オ ル ト メ タ ル 化 イ リ ジ ウ ム 錯 体 の 形 成 に お い て 、 第 ２ 配 位 子 の 使 用 量 は 、 ヨ ウ 素
架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ ー １ モ ル に 対 し て ５ モ ル 以 上 と す る 。
　 加 熱 手 段 は 特 に 限 定 は な く 、 反 応 時 間 は ６ ～ ２ ４ 時 間 が 望 ま し く 、 好 ま し く は １ ２ 時 間
で あ る 。
　 窒 素 雰 囲 気 下 ま た は ア ル ゴ ン 雰 囲 気 下 で 反 応 を 行 う こ と も 好 ま し い 。
　 上 記 の オ ル ト メ タ ル 化 イ リ ジ ウ ム 錯 体 の 形 成 反 応 の 温 度 は 溶 媒 に も よ っ て 異 な る が 、 通
常 、 反 応 温 度 は １ ５ ０ ～ ３ ０ ０ ℃ 、 好 ま し く は １ ５ ０ ～ ２ ５ ０ ℃ で あ り 、 反 応 圧 力 は １ ～
３ ０ ａ ｔ ｍ 、 好 ま し く は １ ～ ５ ａ ｔ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 上 記 の ヨ ウ 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ ー 錯 体 の 製 造 方 法 及 び オ ル ト メ タ ル 化 イ リ ジ ウ ム 錯
体 の 製 造 方 法 に お い て 、 第 １ 配 位 子 と 第 ２ 配 位 子 が 異 な る 配 位 子 で あ っ て も よ く 、 同 じ 配
位 子 で あ っ て も よ い 。
　 第 １ 配 位 子 と 第 ２ 配 位 子 が 異 な る 配 位 子 と す る こ と で 、 容 易 に 種 類 の 異 な る 配 位 子 を 配
位 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 例 え ば 、 上 記 の 各 反 応 と し て 具 体 的 に ハ ロ ゲ ン 化 イ リ ジ ウ ム が ３ 塩 化 イ リ ジ ウ ム で あ り
、 第 １ 配 位 子 及 び 第 ２ 配 位 子 が と も に ２ － フ ェ ニ ル ピ リ ジ ン で あ る 場 合 に つ い て 反 応 化 学
式 に よ り 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
【 化 ７ 】
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ５ ８ 】
【 化 ８ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ま ず 、 化 学 式 （ ３ ） に 示 す よ う に 、 ３ 塩 化 イ リ ジ ウ ム 水 溶 液 に ヨ ウ 化 物 イ オ ン と し て ヨ
ウ 化 カ リ ウ ム を 加 え て 反 応 さ せ 、 こ の 後 に 、 第 １ 配 位 子 と し て ２ ― フ ェ ニ ル ピ リ ジ ン を 反
応 さ せ て 、 イ リ ジ ウ ム １ 原 子 あ た り ２ 分 子 の ２ － フ ェ ニ ル ピ リ ジ ン を 配 位 さ せ て な る イ リ
ジ ウ ム 錯 体 が ヨ ウ 化 物 イ オ ン を 介 し て 架 橋 し て ２ 量 体 と な っ て い る 構 造 と し 、 こ の よ う に
し て ヨ ウ 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ ー 錯 体 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
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　 次 に 、 化 学 式 （ ４ ） に 示 す よ う に 、 上 記 の ヨ ウ 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ ー 錯 体 に 第 ２ 配
位 子 と し て 上 記 と 同 じ ２ － フ ェ ニ ル ピ リ ジ ン を 反 応 さ せ て 、 イ リ ジ ウ ム １ 原 子 あ た り ３ 分
子 の ２ － フ ェ ニ ル ピ リ ジ ン を 配 位 さ せ て な る オ ル ト メ タ ル 化 イ リ ジ ウ ム 錯 体 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 ま た 、 上 記 の 各 反 応 と し て 具 体 的 に ハ ロ ゲ ン 化 イ リ ジ ウ ム が ３ 塩 化 イ リ ジ ウ ム で あ り 、
第 １ 配 位 子 が ２ － フ ェ ニ ル ピ リ ジ ン で あ り 、 第 ２ 配 位 子 が ２ － （ ｐ － ） ト リ ル ピ リ ジ ン で
あ る 場 合 に つ い て 反 応 化 学 式 に よ り 説 明 す る 。
　 ま ず 、 上 記 の 化 学 式 （ ３ ） と 同 様 に し て イ リ ジ ウ ム １ 原 子 あ た り ２ 分 子 の ２ － フ ェ ニ ル
ピ リ ジ ン を 配 位 さ せ て な る イ リ ジ ウ ム 錯 体 が ヨ ウ 化 物 イ オ ン を 介 し て 架 橋 し て ２ 量 体 と な
っ て い る 構 造 の ヨ ウ 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ ー 錯 体 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
【 化 ９ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 次 に 、 化 学 式 （ ５ ） に 示 す よ う に 、 第 ２ 配 位 子 と し て ２ － （ ｐ － ） ト リ ル ピ リ ジ ン を 反
応 さ せ て 、 イ リ ジ ウ ム １ 原 子 あ た り ２ 分 子 の ２ － フ ェ ニ ル ピ リ ジ ン と １ 分 子 の ２ － （ ｐ －
） ト リ ル ピ リ ジ ン を 配 位 さ せ て な る オ ル ト メ タ ル 化 イ リ ジ ウ ム 錯 体 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 上 記 の よ う に し て 形 成 さ れ る オ ル ト メ タ ル 化 イ リ ジ ウ ム 錯 体 は 、 フ ェ イ シ ャ ル 型 と 、 メ
リ ジ オ ナ ル 型 の 異 性 体 が 存 在 す る が 、 ど ち ら の 構 造 で も か ま わ ず 、 そ れ ら の 混 合 物 で も よ
い 。 よ り 好 ま し い の は 、 フ ェ イ シ ャ ル 型 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 上 記 の よ う に し て オ ル ト メ タ ル 化 イ リ ジ ウ ム 錯 体 を 形 成 し た と き の ヨ ウ 素 架 橋 イ リ ジ ウ
ム ダ イ マ ー 錯 体 の 含 有 率 は 検 出 限 界 以 下 と な る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 上 記 の 第 １ お よ び 第 ２ 配 位 子 の 組 み 合 わ せ に よ り 、 種 々 の オ ル ト メ タ ル 化 イ リ ジ ウ ム 錯
体 を 製 造 す る こ と が で き る 。 以 下 の 化 学 式 （ ａ ） ～ （ ｌ ） に そ の 代 表 的 な 構 造 を 示 す 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
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【 化 １ ０ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 （ 実 施 例 ）
　 実 施 例 １ ： [Ir(ppy) 2 I] 2 の 合 成
　 IrCl 3 ・ 3H 2 O 1mmolを 30mlの エ チ レ ン グ リ コ ー ル に 溶 解 し て 攪 拌 し な が ら 、 160℃ の ホ ッ
ト プ レ ー ト で 加 熱 し た 。 得 ら れ た 溶 液 に ア ル ゴ ン ガ ス を 流 し て 反 応 さ せ た 。

10

20

30

40

50

(14) JP 2007-70290 A 2007.3.22



　 溶 液 が 60℃ に な っ た と こ ろ で 、 10mlの エ チ レ ン グ リ コ ー ル に 溶 解 し た KI 6mmolを 添 加 し
、 溶 液 が 90℃ に な っ た ら 10mlの エ チ レ ン グ リ コ ー ル に 溶 解 し た ２ － フ ェ ニ ル ピ リ ジ ン （ pp
y）  5mmolを 添 加 し 、 直 ち に 160℃ の 油 浴 に 移 し 、 1時 間 攪 拌 し な が ら 反 応 さ せ 、 黄 色 沈 殿
を 含 む 溶 液 を 得 た 。
　 こ れ を 素 早 く 室 温 ま で 冷 却 し た 後 、 減 圧 ろ 過 し 、 ろ 紙 上 に 残 っ た 黄 色 沈 殿 物 を 200mlの
純 水 、 少 量 の ア ル コ ー ル 、 ジ エ チ ル エ ー テ ル の 順 に 洗 浄 し 、 [Ir(ppy) 2 I] 2 を 得 た 。
　 こ れ を CDCl 3 に 溶 解 し て 1 H-NMRお よ び 元 素 分 析 に よ っ て 解 析 し た 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 実 施 例 ２ ： Ir(ppy) 3 の 合 成
　 実 施 例 １ で 得 ら れ た ： [Ir(ppy) 2 I] 2 (MW=1254.97)全 量 を 30mlの エ チ レ ン グ リ コ ー ル に 溶
解 し 、 160℃ の 油 浴 で 攪 拌 し な が ら 加 熱 し た 。 溶 液 が 160℃ に な っ た ら 10mlの エ チ レ ン グ リ
コ ー ル に 溶 解 し た ２ － フ ェ ニ ル ピ リ ジ ン （ ppy） (MW=155.20)を [Ir(ppy) 2 I] 2 に 対 し て 10倍
の モ ル 比 で 添 加 し 、 直 ち に 同 じ く 10mlの エ チ レ ン グ リ コ ー ル に 溶 解 し た 炭 酸 ナ ト リ ウ ム あ
る い は ト リ エ タ ノ ー ル ア ミ ン (MW=149.19)を [Ir(ppy) 2 I] 2 に 対 し て 10倍 の モ ル 比 で 添 加 し
、 12時 間 攪 拌 し な が ら 反 応 さ せ 、 黄 色 沈 殿 溶 液 を 得 た 。
　 こ れ を 水 浴 に て 素 早 く 室 温 ま で 冷 却 し た 後 、 減 圧 ろ 過 し 、 ろ 紙 上 に 残 っ た 黄 色 沈 殿 物 を
200mlの 純 水 、 少 量 の メ タ ノ ー ル 、 ジ エ チ ル エ ー テ ル の 順 に 洗 浄 し 、 Ir(ppy) 3 を 得 た 。
　 こ れ を CDCl 3 に 溶 解 し て 1 H-NMRお よ び 元 素 分 析 に よ っ て 解 析 し た 。
　 上 記 の 実 施 例 ２ と し て は 、 異 な る 合 成 時 間 の 比 較 を 行 う た め に 、 反 応 時 間 を 6時 間 及 び 1
2時 間 と し て も 実 験 を 行 っ た 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 実 施 例 ３ ： Ir(ppy)２ (tpy)の 合 成
　 実 施 例 ２ に お い て 、 ２ － フ ェ ニ ル ピ リ ジ ン （ ppy） の 代 わ り に ２ － （ ｐ － ） ト リ ル ピ リ
ジ ン (tpy)を 添 加 し て 、 Ir(ppy)２ (tpy)を 得 た 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 実 施 例 ４ ： [Ir(tpy) 2 I] 2 の 合 成
　 実 施 例 １ に お い て 、 ２ － フ ェ ニ ル ピ リ ジ ン （ ppy） の 代 わ り に ２ － （ ｐ － ） ト リ ル ピ リ
ジ ン (tpy)を 添 加 し て 、 [Ir(tpy) 2 I] 2 を 得 た 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 実 施 例 ５ ： Ir(tpy) 3 の 合 成
　 実 施 例 ４ で 得 ら れ た [Ir(tpy) 2 I] 2 を 用 い て 、 実 施 例 ２ と 同 様 に し て 、 添 加 す る ２ － フ ェ
ニ ル ピ リ ジ ン （ ppy） の 代 わ り に ２ － （ ｐ － ） ト リ ル ピ リ ジ ン (tpy)を 添 加 し て 、 Ir(tpy)

３ を 得 た 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 実 施 例 ６ ： Ir(tpy)２ (ppy)の 合 成
　 実 施 例 ４ で 得 ら れ た [Ir(tpy) 2 I] 2 を 用 い て 、 実 施 例 ２ と 同 様 に し て 、 Ir(tpy)２ (ppy)を
得 た 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 実 施 例 ７ ： Ir(ppy)２ (thpy)の 合 成
　 実 施 例 ２ に お い て 、 ２ － フ ェ ニ ル ピ リ ジ ン （ ppy） の 代 わ り に ２ － （ ２ － チ エ ニ ル ） ピ
リ ジ ン (thpy)を 添 加 し て 、 Ir(ppy)２ (thpy)を 得 た 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 実 施 例 ８ ： Ir(tpy)２ (thpy)の 合 成
　 実 施 例 ４ で 得 ら れ た [Ir(tpy) 2 I] 2 を 用 い て 、 実 施 例 ２ と 同 様 に し て 、 添 加 す る ２ － フ ェ
ニ ル ピ リ ジ ン （ ppy） の 代 わ り に ２ － （ ２ － チ エ ニ ル ） ピ リ ジ ン (thpy)を 添 加 し て 、 Ir(tp
y)２ (thpy)を 得 た 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 実 施 例 ９ ： [Ir(thpy) 2 I] 2 の 合 成
　 実 施 例 １ に お い て 、 ２ － フ ェ ニ ル ピ リ ジ ン （ ppy） の 代 わ り に ２ － （ ２ － チ エ ニ ル ） ピ
リ ジ ン (thpy)を 添 加 し て 、 [Ir(thpy) 2 I] 2 を 得 た 。
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【 ０ ０ ７ ７ 】
　 実 施 例 １ ０ ： Ir(thpy) 3 の 合 成
　 実 施 例 ９ で 得 ら れ た [Ir(thpy) 2 I] 2 を 用 い て 、 実 施 例 ２ と 同 様 に し て 、 添 加 す る ２ － フ
ェ ニ ル ピ リ ジ ン （ ppy） の 代 わ り に ２ － （ ２ － チ エ ニ ル ） ピ リ ジ ン (thpy)を 添 加 し て 、 Ir(
thpy)３ を 得 た 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 実 施 例 １ １ ： Ir(ppy)２ (acac)の 合 成
　 実 施 例 ２ に お い て 、 ２ － フ ェ ニ ル ピ リ ジ ン （ ppy） の 代 わ り に ア セ チ ル ア セ ト ン (acac)
を 添 加 し て 、 Ir(ppy)２ (acac)を 得 た 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 実 施 例 １ ２ ： Ir(tpy) 2 (acac)の 合 成
　 実 施 例 ４ で 得 ら れ た [Ir(tpy) 2 I] 2 を 用 い て 、 実 施 例 ２ と 同 様 に し て 、 添 加 す る ２ － フ ェ
ニ ル ピ リ ジ ン （ ppy） の 代 わ り に ア セ チ ル ア セ ト ン (acac)を 添 加 し て 、 Ir(tpy) 2 (acac)を
得 た 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 上 記 の 各 実 施 例 で 得 ら れ た 、 オ ル ト メ タ ル 化 イ リ ジ ウ ム 錯 体 及 び そ れ を 合 成 す る た め の
中 間 体 で あ る ヨ ウ 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ ー 錯 体 の 収 率 を 表 １ に ま と め た 。
　 上 記 の 各 実 施 例 と 同 様 に 、 ヨ ウ 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ ー 錯 体 の 形 成 工 程 前 に お い て KI
を 添 加 し な か っ た 場 合 に つ い て も 比 較 例 と し て 同 様 の 実 験 を 行 っ た 。
　 表 １ に は 、 上 記 の 各 実 施 例 及 び 比 較 例 か ら 、 オ ル ト メ タ ル 化 イ リ ジ ウ ム 錯 体 と し て の Ir
(ppy) 3 、 Ir(ppy)２ (tpy)、 Ir(tpy)２ (ppy)、 Ir(tpy) 3 、 Ir(ppy)２ (thpy)、 Ir(tpy)２ (thp
y)、 Ir(thpy) 3 、 Ir(ppy)２ (acac)、 Ir(tpy) 2 (acac)を そ れ ぞ れ 合 成 す る と き の 中 間 体 で あ
る ヨ ウ 素 （ ま た は 塩 素 ） 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ ー 錯 体 （ Ｄ ｉ ｍ ｅ ｒ ） と 、 各 対 応 す る オ ル
ト メ タ ル 化 イ リ ジ ウ ム 錯 体 と を 合 成 し た と き の 、 本 発 明 （ KIを 添 加 し た 場 合 ） と 従 来 例 （
KIを 添 加 し な か っ た 場 合 ） と で ま と め た 。 こ こ で 、 各 収 率 は 、 原 料 と な る 塩 化 イ リ ジ ウ ム
に 対 し て 算 出 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 表 １ か ら 、 オ ル ト メ タ ル 化 イ リ ジ ウ ム 錯 体 の 収 率 と 、 ヨ ウ 素 （ ま た は 塩 素 ） 架 橋 イ リ ジ
ウ ム ダ イ マ ー 錯 体 の 収 率 の い ず れ に お い て も 、 KIを 添 加 し た ヨ ウ 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ
ー 錯 体 の 場 合 と 、 ヨ ウ 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ ー 錯 体 を 中 間 体 と し て オ ル ト メ タ ル 化 イ リ
ジ ウ ム 錯 体 を 形 成 し た 場 合 の ほ う が 、 収 率 を 高 め ら れ る こ と が 確 認 さ れ た 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 上 記 の 本 実 施 形 態 の オ ル ト メ タ ル 化 イ リ ジ ウ ム 錯 体 の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 容 易 に 種 類 の
異 な る 配 位 子 を 配 位 さ せ る こ と で き 、 高 い 収 率 で 安 価 に 合 成 で き る ２ － フ ェ ニ ル ピ リ ジ ン
な ど を 配 位 子 と す る オ ル ト メ タ ル 化 イ リ ジ ウ ム 錯 体 を 製 造 で き る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 上 記 の 本 実 施 形 態 の ヨ ウ 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ ー 錯 体 は 、 容 易 に 種 類 の 異 な る 配 位 子
を 配 位 さ せ る こ と で き 、 高 い 収 率 で 安 価 に 合 成 で き る ２ － フ ェ ニ ル ピ リ ジ ン な ど を 配 位 子
と す る オ ル ト メ タ ル 化 イ リ ジ ウ ム 錯 体 の 合 成 の 中 間 体 と な る ヨ ウ 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ
ー 錯 体 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 上 記 の 本 実 施 形 態 の ヨ ウ 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ ー 錯 体 の 製 造 方 法 は 、 容 易 に 種 類 の 異
な る 配 位 子 を 配 位 さ せ る こ と で き 、 高 い 収 率 で 安 価 に 合 成 で き る ２ － フ ェ ニ ル ピ リ ジ ン な
ど を 配 位 子 と す る オ ル ト メ タ ル 化 イ リ ジ ウ ム 錯 体 の 合 成 の 中 間 体 と な る ヨ ウ 素 架 橋 イ リ ジ
ウ ム ダ イ マ ー 錯 体 を 製 造 で き る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 本 発 明 は 上 記 の 説 明 に 限 定 さ れ な い 。
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　 例 え ば 、 原 料 と な る 有 機 あ る い は 無 機 配 位 子 や ハ ロ ゲ ン 化 イ リ ジ ウ ム 化 合 物 は 、 上 記 に
示 し た も の 以 外 で も 適 用 で き る 。
　 そ の 他 、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 、 種 々 の 変 更 が 可 能 で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 本 発 明 の オ ル ト メ タ ル 化 イ リ ジ ウ ム 錯 体 の 製 造 方 法 は 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 構 成 す る 発 光 性
材 料 を 製 造 す る 方 法 に 適 用 で き る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 本 発 明 の ヨ ウ 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ ー 錯 体 は 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 構 成 す る 発 光 性 材 料 を
合 成 す る た め の 原 料 に 適 用 で き る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 本 発 明 の ヨ ウ 素 架 橋 イ リ ジ ウ ム ダ イ マ ー 錯 体 の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 構 成
す る 発 光 性 材 料 を 製 造 す る た め の 原 料 を 製 造 す る 方 法 に 適 用 で き る 。
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